
市　報　に い が た （2）平成13年１月28日第　　　号1770

保健所の電話番号は�228-1000（代表）です

交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を

高
め
て
も
ら
お
う
と
、
小
・
中

学
生
を
対
象
に
市
と
市
交
通
対

策
協
議
会
で
実
施
し
て
い
る

「
交
通
安
全
書
き
初
め
展
」
の

入
選
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
回
は
小
学
生
２
８
０
５
点
、

中
学
生
１
４
５
０
点
の
公
募
の

中
か
ら
、
各
学
年
ご
と
に
特
選
、

金
・
銀
・
銅
賞
、
佳
作
を
含
め

て
４
８
６
点
の
作
品
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

銀
賞
以
上
の
入
賞
者
は
次
の

通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

�
小
学
生
の
部

１
年
生
　
課
題
「
き
ま
り
」

▽
特
選
　
�
橋
早
紀
（
五
十
嵐
）

▽
金
賞
　
柳
玲

（
長
嶺
）
、

古
俣
美
優
（
新
潟
）
、
親
跡
和

弥
（
青
山
）
▽
銀
賞
　
嶋
田
麻

衣
（
女
池
）、
佐
野
智
（
新
通
）、

清
水
裕
貴
（
内
野
）
、
朝
平
美

南
子
（
西
内
野
）
、
佐
々
木
詩

織
（
新
大
附
属
）

２
年
生
　
課
題
「
お
う
だ
ん
」

▽
特
選
　
由
井
詩
織
（
小
針
）

▽
金
賞
　
津
野
佑
実
華
（
小

針
）、
池
田
彩
（
木
戸
）、
久
須

美
裕
子
（
新
潟
）
▽
銀
賞
　
坂

井
的
人
（
山
潟
）
、
高
橋
菜
々

子
（
桜
が
丘
）
、
小
池
葵
（
有

明
台
）
、
筒
井
瑞
規
（
鳥
屋

野
）、

岡
永
（
新
大
附
属
）

３
年
生
　
課
題
「
人
と
車
」

▽
特
選
　
米
山
愛
（
桜
が
丘
）

▽
金
賞
　
田
村
裕
美
子
（
上

所
）、
丸
山
美
咲
（
大
野
）、
鶴

間
さ
つ
き
（
豊
照
）
▽
銀
賞

本
多
瑞
穂
（
坂
井
輪
）
、
川
合

佑
季
（
大
形
）
、
大
越
雄
貴

（
赤
塚
）、
佐
藤
恵
里
子
（
中
野

山
）、
遠
藤
祐
己
（
山
潟
）

４
年
生
　
課
題
「
交
差
点
」

▽
特
選
　
静
野
成
希
（
大
野
）、

▽
金
賞
　
大
越
麻
理
奈
（
赤

塚
）、
柳
瑠
莉
（
長
嶺
）、
宮
�

友
里
（
内
野
）
▽
銀
賞
　
井
上

知
美
（
青
山
）
、
嶋
田
佳
奈

（
女
池
）
、
中
村
英
太
郎
（
上

山
）、
坂
井
泉
海
（
山
潟
）、
箱

岩
美
緒
（
新
大
附
属
）

５
年
生
　
課
題
「
交
通
規
則
」

▽
特
選
　
大
橋
和
佳
菜
（
大
野
）

▽
金
賞
　
時
田
千
賀
子
（
大

野
）
、
久
須
美
智
子
（
新
潟
）
、

須
永
集
子
（
桜
が
丘
）
▽
銀
賞

広
川
亮
太
（
上
山
）
、
菅
原
啓

介
（
真
砂
）
、
藤
井
亜
衣
（
紫

竹
山
）、
岡
綾
香
（
山
潟
）、
柏

櫓
有
紀
子
（
新
大
附
属
）

６
年
生
　
課
題
「
危
険
予
知
」

▽
特
選
　
藤
井
佑
圭
（
紫
竹
山
）

▽
金
賞
　
鈴
木
佑
梨
（
山
潟
）、

木
村
侑
貴
（
山
潟
）
信
田
龍
助

（
桜
が
丘
）
▽
銀
賞
　
佐
藤
誌

織
（
山
潟
）
、
樋
口
帆
波
（
山

潟
）、
古
俣
綾
花
（
新
潟
）、
山

貝
悠
（
紫
竹
山
）
、
桑
原
朋
子

（
小
針
）

�
中
学
生
の
部

１
年
生
　
課
題
「
対
面
通
行
」

▽
特
選
　
高
橋
沙
代
子
（
坂
井

輪
）
▽
金
賞
　
早
藤
奈
保
子

（
新
潟
第
一
）
、
金
山
愛
（
小

針
）
、
本
谷
友
里
江
（
山
潟
）

▽
銀
賞
　
樋
口
真
理
奈
（
山

潟
）
、
小
池
真
理
子
（
山
潟
）
、

青
瀬
友
香
（
曽
野
木
）
、
三
好

花
奈
（
二
葉
）
、
宮
野
ゆ
り
恵

（
新
大
附
属
）

２
年
生
　
課
題
「
信
号
確
認
」

▽
特
選
　
綱
島
知
子
（
石
山
）

▽
金
賞
　
井
又
美
香
（
下
山
）、

笠
原
麻
里
（
小
針
）
、
酒
井
友

美
（
五
十
嵐
）
▽
銀
賞
　
山
口

華
恵
（
大
形
）
、
佐
藤
麻
依
子

（
石
山
）
、
廣
川
円
（
上
山
）
、

岡
田
佳
代
子
（
内
野
）
、
高
田

佳
代
子
（
新
大
附
属
）

市
役
所
本
館
１
階
市
民
ホ
ー
ル

で
展
示
し
ま
す
。

交
通
安
全
へ
の
願
い
を
込
め

た
子
ど
も
た
ち
の
力
作
を
、
ど

う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

交
通
安
全
対
策

課
（
�
内
線
２
９
３
３
）
へ

平
成
12
年
の
交
通
事
故
の
発

生
状
況
の
概
数
が
こ
の
ほ
ど
ま

と
ま
り
ま
し
た
＝
表
＝
。

夜
間
事
故
に
よ
る
死
者
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
夜
間
は
死
亡

事
故
な
ど
重
大
な
事
故
に
つ
な

が
る
危
険
性
が
高
い
の
で
、
ド

ラ
イ
バ
ー
は
、
速
度
を
控
え
め

に
し
て
走
り
、
特
に
横
断
歩
行

者
に
注
意
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
歩
行
者
は
、
明
る
い

色
の
目
立
つ
服
を
着
た
り
、
反

射
材
を
活
用
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
交
通
事
故
の
約
５
割

が
交
差
点
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
信
号
の
確
認
、

一
時
停
止
や
徐
行
に
よ
る
安
全

確
認
、
右
左
折
の
際
の
横
断
歩

行
者
の
確
認
を
確
実
に
行
う
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
前
の
車

の
急
な
停
止
に
も
備
え
、
十
分

な
車
間
距
離
を
と
っ
て
走
る
な

ど
、
ゆ
と
り
の
あ
る
運
転
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

交
通
安
全
対
策

課
（
�
内
線
２
９
３
２
）
へ

母
子
家
庭
の
交
通
災
害
共
済

加
入
金
（
１
人
５
０
０
円
）
の

助
成
を
行
い
ま
す
。

対
象

市
内
に
住
所
の
あ
る
母

子
家
庭
の
中
学
２
年
生
ま
で
の

子
と
母
親
（
両
親
の
い
な
い
子

と
祖
母
の
家
庭
の
場
合
は
祖

交
通
災
害
共
済
は
、
１
年
間
に
５
０
０
円
の
加
入
金
で
、

交
通
事
故
に
遭
っ
た
と
き
、
最
高
１
２
０
万
円
の
見
舞
金
を

支
給
す
る
相
互
扶
助
制
度
で
す
。

共
済
期
間

平
成
13
年
４
月
１
日
〜
14
年
３
月
31
日
（
１
年

間
）

共
済
掛
金

年
間
１
人
５
０
０
円

申
し
込
み
先

交
通
安
全
対
策
課
（
市
役
所
第
１
分
館
４

階
）
、
黒
埼
支
所
、
地
区
事
務
所
、
連
絡
所
、
金
融
機
関
、

ほ
か
　
※
２
月
上
旬
か
ら
自
治
・
町
内
会
を
通
じ
て
加
入
促

進
の
依
頼
を
行
い
ま
す
の
で
、
自
治
・
町
内
会
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

交
通
安
全
対
策
課
（
�
内
線
２
９
３
４
）
へ

母
）
で
す
。

た
だ
し
、
３
月
31
日
ま
で
に

市
外
へ
転
出
す
る
家
庭
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
交
通
遺
児
家
庭
の
場

合
、
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

申
請
期
間

２
月
１
日
〜
３
月

16
日

申
請
場
所

児
童
福
祉
課
（
市

役
所
本
館
２
階
）、
黒
埼
支
所
、

地
区
事
務
所
、
連
絡
所

持
ち
物

児
童
扶
養
手
当
証
書

や
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助

成
受
給
者
証
な
ど
、
母
子
家
庭

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
も
の

問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課

（
�
内
線
２
６
１
７
）
へ

交
通
災
害
共
済
に
加
入
を

Ｑ

要
介
護
認
定
は
、
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
る
の
で
す
か
？

Ａ

介
護
が
必
要
な
人
が
居
宅

介
護
支
援
事
業
者
に
相
談
す
る

と
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
か

ら
市
の
委
託
し
た
介
護
支
援
専

門
員
（
調
査
員
）
が
派
遣
さ
れ
、

日
常
生
活
の
動
作
や
身
体
の
状

態
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調

査
が
行
わ
れ
ま
す
。

聞
き
取
り
調
査
の
結
果
と
か

か
り
つ
け
医
の
意
見
書
を
基
に
、

保
健
、
医
療
、
福
祉
の
専
門
家

で
構
成
さ
れ
る
介
護
認
定
審
査

会
で
要
介
護
認
定
が
行
わ
れ
ま

す
。介

護
認
定
審
査
会
で
は
、
介

護
が
必
要
か
ど
う
か
、
ま
た
、

必
要
な
場
合
は
ど

の
程
度
の
介
護
が

必
要
か
を
審
査

し
、
要
介
護
度
が

決
定
さ
れ
ま
す
。

要
介
護
度
は
、

要
支
援
か
ら
要
介

護
５
ま
で
の
６
段

階
に
分
か
れ
ま

す
。
要
介
護
度
別

の
身
体
の
平
均
的

な
状
況
と
認
定
者

数
は
、
表
の
通
り

で
す
。

問
い
合
わ
せ

介

護
保
険
課
（
�
内

線
２
７
７
３
）
へ

要介護認定の

しくみ

要介護度 身体の平均的状況
認定者数
（人）

構成比
（％）

要 支 援
身の回りのことの一部に何らかの介助が
必要

789 8.2

要介護１
立ち上がりや歩行が不安定で身の回りの
ことに一部介助が必要

2,122 22.2

要介護２ 身の回りのこと全部に介助が必要 1,897 19.8

要介護３
排せつや身の回りのことなど多くの行為
に介助が必要

1,523 15.9

要介護４
排せつ、入浴、衣服の着脱など多くの行
為に全面的介助が必要

1,633 17.0

要介護５ 生活全般について全面的介助が必要 1,617 16.9
合　　計 9,581 100

表　要介護度別の身体の平均的な状態と認定者数（H13.１.１現在）

わんぱくキッズ！食べものセミナー
日時 ２月13・20日午前10時～午後０時
半　会場 南地域保健福祉センター
内容 調理実習、幼児期の食生活の話
対象 幼児の保育者先着20人
参加費 300円
申し込み 保健所健康増進課（�内線36
69）へ　※保育あり、１回200円

健 康 相 談
基本健康診査の受診記録票、健康手帳

のある人はお持ちください。
地　区 月　日 会　場 時　間
坂 井 輪

２・１
※有明福祉会館

午前10時
～11時半
午後１時半

～３時

内 　 野 ※西地域保健福祉センター
沼　　垂 ２・２ ※東地域保健福祉センター
大 　 形 ２・７ ※大形連絡所
坂 井 輪

２・16
※西新潟市民会館

両　　川 ※両川連絡所

石　　山
２・８

老人憩の家・石山荘 午後１時
～２時半

坂 井 輪 ※坂井輪地域保健福祉センター

午後１時半
～３時

曽 野 木 ２・14 ※曽野木分室
鳥 屋 野

２・15
老人憩の家・鳥屋野荘

入　　舟 ※入舟分室

※印は栄養士による相談あり

育 児 相 談
持ち物 母子健康手帳
申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ 保健所保健予防課（�内線
3643）へ

※印は栄養士、△印は歯科衛生士による相談あり
※黒埼地区保健センターで実施している「赤ちゃんす
くすく広場」は、２月７日に開催（受付時間は午前10
時～正午）。母子健康手帳を持って直接同センターへ。
「赤ちゃんすくすく広場（対象は１歳未満児と母親）」
と「２歳児育児相談会」は来年度から「育児相談」
として実施する予定です

月　日 会　　　　場 時　間
２・１ △石山地域保健福祉センター

午後１時半～３時

２・６ 入舟分室
２・13 中央地域保健福祉センター

２・15
東地域保健福祉センター
西地域保健福祉センター

２・21 南地域保健福祉センター

２・22 ※坂井輪地域保健福祉センター
午前９時半～11時
午後１時半～３時

２・14 ※曽野木分室
午前９時半～11時２・23 中地域保健福祉センター

２・27 北地域保健福祉センター

精神障害者生活支援相談
日時 ２月３・17日午前11時～午後２時
会場 総合福祉会館
申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ 保健所健康増進課（�内線
3666）へ

母子家庭に入学資金を貸し付け
申し込み 児童福祉課（�内線2617）へ
�就学支度資金
対象 入学金、制服など入学時に必要な
資金　締切日 ３月31日
�修学資金
対象 授業料、通学費など毎月必要な資金

高年齢者職業相談室
相談時間 午前９時～午後４時
会場 市民相談室（市役所第１分館１階）
対象 おおむね50歳以上
問い合わせ 会場（�内線2069）へ

酒 　 害 　 相 　 談
日時 ２月５・19日午後１時～３時
会場 保健所健康増進課（市役所第２分
館１階） 対象 酒で悩む人・家族
申し込み 会場（�内線3666）へ　※予
約制

労 働 セ ミ ナ ー
日時 ２月19日午後１時半～３時20分
会場 新潟ユニゾンプラザ
テーマ 事例に学ぶ雇用トラブルの予
防・解決方法　定員 先着100人
申し込み 県労政雇用課（�280-5259）へ

平成12年 平成11年 増減数

発生件数

（件）

旧新潟市域 3,729 3,451 278

旧黒埼町 262 228 34

計 3,991 3,679 312

死者数

（人）

旧新潟市域 19 19 0

旧黒埼町 3 0 3

計 22 19 3

傷者数

（人）

旧新潟市域 4,483 4,158 325

旧黒埼町 312 299 13

計 4,795 4,457 338

股 関 節 検 診
対象 平成12年10月生まれ
持ち物 母子健康手帳、レントゲン診断
料1,250円　受付時間 午後１時～2時
問い合わせ 保健所保健予防課（�内線
3643）へ

※黒埼地区保健センターで実施している「乳児
健診」は、２月27日に開催（受付時間は午後１時
～同20分）。母子健康手帳、問診票、バスタオルを
持って直接同センターへ。来年度からは中央地域保
健福祉センターを会場として実施する予定です

〈中央地域保健福祉センター会場〉

対 象 小 学 校 区

五十嵐　真砂　坂井輪　坂井東　新通　湊
栄　有明台　笠木　小瀬　入舟　豊照　小針
青山　東青山　浜浦　関屋　新潟　白山　
鏡淵　木山　赤塚　内野　西内野

月　日

２・26

対 象 小 学 校 区

万代　南万代　長嶺　沼垂　笹口　上所
女池　中野山　東中野山　南中野山　山潟
江南　桜が丘　上山　鳥屋野　丸山　大渕
紫竹山　

山の下　桃山　東山の下　下山　竹尾　木戸
牡丹山　曽野木　東曽野木　酒屋　割野
松浜　濁川　南浜　太夫浜　大形

月　日

２・６

２・20

〈東地域保健福祉センター会場〉

医師による老人精神保健福祉相談
対象 痴ほうなどで困っている人・家族

申し込み　保健所健康増進課（�内線36
66）へ　※予約制

会　場

東地域保健福祉センター

中央地域保健福祉センター

月 日

２・13

２・22

時　間

午後１時半～３時半

黒埼地区の人へ

重度心身障害者福祉手当の申請はお済みですか
対象 身体障害者手帳１・２級、または療
育手帳Ａを持つ人（障害者年金、特別障
害者手当、障害児童福祉手当などを受給
している人または施設入所者は受給でき
ません。所得制限あり）
問い合わせ 黒埼支所（�377-3101）、
障害福祉課（�内線2624）へ
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